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十
一
投
稿
規
程
の
請
求
・
投
稿
申
込
・
論
文
提
出
受
付
窓
口

直
接
の
場
合
慶
雁
義
塾
大
学
三
田
教
務
部
一
・
二
番
窓
口

郵
送
の
場
合
〒
一
○
八
東
京
都
港
区
三
田
二
’
一
五
’
四
五

慶
礁
義
塾
大
学
教
務
部
法
学
部
係

な
お
、
郵
送
で
投
稿
規
定
を
請
求
す
る
場
合
は
、
封
書
で
表
面
左
下
に

「
論
究
投
稿
規
程
請
求
」
と
記
入
し
、
返
信
用
封
筒
（
長
形
三
号
を
使
用
。

宛
先
記
入
の
上
、
切
手
七
二
円
を
貼
付
）
を
同
封
す
る
こ
と
。

十
二
問
合
せ
先
（
封
書
に
限
る
）

〒
一
○
八
東
京
都
港
区
三
田
二
’
一
五
’
四
五

慶
底
義
塾
大
学
法
学
部
研
究
室
内

藤
原
淳
一
郎

表
面
左
下
に
「
論
究
問
合
せ
」
と
記
入
し
、
返
信
用
封
筒
（
宛
先
記
入

の
上
、
切
手
六
二
円
を
貼
付
）
を
同
封
す
る
こ
と
。

恒
例
に
よ
り
今
号
の
応
募
状
況
を
記
す
と
、
当
初
の
投
稿
希
望
が
二
三

件
、
論
文
提
出
が
一
○
件
、
う
ち
投
稿
規
程
違
反
に
よ
る
却
下
が
二
件
で
、

審
査
対
象
に
し
た
八
件
の
う
ち
、
（
条
件
付
き
合
格
を
含
む
）
最
終
合
格

が
六
件
で
あ
っ
た
。

一
九
九
一
年
は
、
周
知
の
よ
う
に
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
没
後
二
○
○
年
で
、

演
奏
会
の
承
な
ら
ず
、
海
外
旅
行
業
界
、
レ
コ
ー
ド
な
い
し
Ｃ
Ｄ
を
含
め

た
出
版
界
も
ま
き
こ
ん
で
ち
ょ
っ
と
し
た
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
・
フ
ィ
ー
バ
ー

で
あ
っ
た
。
筆
者
は
、
昨
年
ア
ウ
グ
ス
ブ
ル
ク
の
レ
オ
ポ
ル
ド
の
生
家
、

本
年
ウ
ィ
ー
ン
の
フ
ィ
ガ
ロ
・
ハ
ウ
ス
を
訪
れ
た
が
、
七
年
前
に
ザ
ル
ッ

ブ
ル
グ
の
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ア
マ
デ
ウ
ス
の
生
家
を
訪
れ
た
と
き
に
見

た
ザ
ル
ッ
ブ
ル
グ
音
楽
祭
で
の
オ
ペ
ラ
舞
台
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
展
示
が
最
も

印
象
的
で
あ
る
。
社
会
科
学
は
（
否
、
神
学
や
哲
学
で
す
ら
’
・
）
所
詮

「
時
代
の
子
」
の
学
問
で
あ
る
と
割
り
切
っ
て
は
い
て
も
、
モ
ー
ツ
ァ
ル

ト
の
音
楽
の
永
遠
性
に
比
べ
て
の
社
会
科
学
の
無
力
さ
の
よ
う
な
も
の
を

感
じ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
次
世
紀
の
評
価
に
も
耐
え
得
る
業
績
が
何
点

掲
載
さ
れ
る
か
に
よ
っ
て
、
本
誌
の
真
価
が
は
か
ら
れ
る
気
が
し
て
な
ら

な
い
。

〔
編
集
後
記
〕

（
藤
原
淳
一
郎
・
記
）
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